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〈
一
九
八
○
年
代
ま
で
の
日
本
研
究

の
展
開
〉

こ
の
論
文
は
、
日
本
研
究

の
対
象
と
方
法
を
、
文
化
人
類
学

の
観
点

か
ら
考
察
し
た
も
の
で
す
。

文
化
人
類
学
に
於
け
る
日
本
研
究
は
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
年
と
共
に
そ

の
研
究
は
高
ま
り
、
又
、
日
本
学
と
の
関
連
に

お

い
て
も
、
現
在
多
く

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

最
近

の
文
化
人
類
学

の
日
本
研
究
例
を
取
り
上
げ
そ
の
課
題
、
方
法

論
等
を
示
し
て
み
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
研
究
の
対
象
と
方

法
は
、
歴
史
、
社
会
背
景
に
よ
り
型
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
戦
争

・
平
和

・
貧
困

・
富

・
国
際
化

・
グ

ロ
ー
バ
ル
化

・
個
人
又
は
集
団
の

行
動
と
い
っ
た
も
の
が
そ
れ

で
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に
は
触
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
思
想

・
社
会
機
構
な
ど
を
、
私
の
分
析
に
お
い
て
は

重
視
し
ま
す
。

「
日
本
研
究
」
や

「
日
本
学
」
の
定
義
と
し
て
は
国
際
交
流
基
金
が

一
九
入
五
年
に
明
か
に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
日

本
の
現
在
や
過
去

の
文
化
や
社
会
に
関
連
す
る
専
門
分
野

の
総
和
」
が

『
日
本
研
究
』
『日
本
学
』
で
あ
り
、
こ
の
定
義
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
、
ア
ジ
ア
で
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

北
ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九

七
四
年
に

「
ジ
ャ
ー
ナ

ル

・
オ
ブ

・
ジ
ャ

パ

ニ
ー
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
L
(↓
げ
巴

2
彗
巴
o
二
巷
彗
①
ωΦ
ω
ε
臼
①
ω
)

の
創
刊
号
は
、
欧
米
人
の
日
本
研
究
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
ま
す
。

「過
去
二
五
年
間
の
西
洋
に
お
け
る
日
本
研
究

の
発
展
は
実
に
め
ざ

ま
し

い
も

の
が
あ
る
。
…
…
特
に
こ
の

一
〇
年
間
に
お
い
て
は
、
日
本

に

つ
い
て
の
研
究
は
主
要
な
学
問

の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済

学

・
社
会
学
あ
る
い
は
そ
の
他
の
分
野
の
理
論
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
日
本

の
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
日
本
研
究
の
専

門
家
は
い
ま
や
多
く
の
専
門
分
野
か
ら
認
め
ら
れ
ま
た
そ
れ
ら
と
の
強

い

一
体
感
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
専
門
が
か
か
え
る
問
題
と
関
心
を
共
有
す
る

よ
う
に
も
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し

い
多
様
性

が
生
じ
た
た
め
に
、
あ
る
い
は
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
分
野

の
日
本
研
究
専
門
家

の
問
に
は
強
い
納
得
し
う
る

一
体
感
が
続

い
て
い

る
。
こ
れ
は
た
ん
に
言
葉
の
学
習
や
日
本
で
の
体
験
と

い
う
共
通
の
問

題
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
(日
本
と
い
う

)特
定
の
人

々
や
文
化

へ
の

学
際
的
関
心
と

い
う
も
の
に
も
と
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
研
究

専
門
家

の
間
に
あ
る
こ
の

一
体
感

こ
そ
が

『ジ
ャ
ー
ナ

ル

・
オ
ブ

・
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
が
そ
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
も

の

な
の
で
あ
る
。
」

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は

一
九
七
三
年
に
、
日
本
研
究
家
の
間

に
高
ま
り
つ

一44一



つ
あ

っ
た
統
合

の
気
運
を
、
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
」
(国
ロ
雫

8
Φ
9
P
>
ωωo
o
冨
鉱
8

ho『
冒
づ
き
Φ
ωΦ
ω
ε
α
δ
ω
)
の
第

一
代
会
長

で

民
族
学
者

の
J
・ク
ラ
イ
ナ
ー

(内
『①
ぎ
臼
)
が
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ

ー
第

一
号
に
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
日
本
研
究
の
先
駆
者
た
ち
は
互
に
国
境
を
越
え
た
、

緊
密
な
そ
し
て
そ
れ
は
し
ば
し
ば
個
入
的
な
接
触
を
続
け
て
き
た
。
研

究
機
関
や
セ
ミ
ナ
ー
や
大
学

の
日
本
研
究
の
講
座

の
設
立
と
い
っ
た
も

の
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
、

こ
れ
ら
の
接
触
は
弱
め
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、

分
散
化
し
あ
る
い
は
孤
立
化
し
た
ま
ま
学
問
の
セ
ン
タ
ー
は
存
続
し
て

き
た
。
日
本
研
究

の
分
野
に
関
心
を
も

つ
学
者

の
よ
り
密
接
な
協
力
関

係
や
交
流
の
必
要
性
を
感
じ

た
こ
と
が
、
国
や
地
域
レ
ベ
ル
の
協
力
関

係
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
試
み
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
」

ク
ラ
イ
ナ
ー
氏
は
、
日
本

研
究
に
於

い
て
の
日
本
の
学
者

・
知
識
人

の
重
要
性
を
特
に
強
調
し
ま

し
た
。
こ
の
日
本
人
に
よ
る
研
究
の
重
要

性

の
認
識
は
当
然

で
あ
り
、

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て

北
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
体
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
オ

ラ
ン
ダ
の
民
族
学
者
で
ジ

ャ
パ
ノ

ロ
ジ
ス
ト
の
コ
ネ
リ
ウ
ス

・
ア
ウ

ェ

ハ
ン
ト
は
、

一
九
六
九
年
に

ス
イ
ス
の
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ
大
学

の
教
授
就

任
演
説

「
日
本
学

の
西
洋
的

・
東
洋
的
方
法

に
つ
い
て
」
の
中
で
、
日

本
人
学
者
の
日
本
学
に
於
け
る
重
要
性
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述

べ

ま
し
た
。

「西
洋
的
な
方
法
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
的
な
研
究
方
法
も
重
要
で
あ

る
。
否
、
と
く
に
東
洋
的
な
研
究
方
法
す
な
わ
ち
日
本
的
な
ジ
ャ
パ
ノ

ロ
ジ
ー
の
方
法
を
追
求
す

る
こ
と
が
特

に
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
L

幻
①
忌

ω
δ
跨
Φ
畧

(
H
㊤
㎝
bO
l

一
㊤
α
OQ
)"

空

o
訂

a

U
o
『
ω
8

(
一
〇
①
一
)
}

O
o
「
コ
Φ
嵩
屋
ω
○
⊆
≦
①
ゴ
⇔
コ
α

(
一
㊤
♂

)
"
一
〇
ω
①
h
内
『
Φ
ぎ
Φ
『
(
一
㊤
刈
①
旧
一
㊤
Q。
ら
)
が

文

化

人

類

学

や

民

俗

学

の
観

点

か

ら

日

本

人

に

よ

る

日
本

研

究

の
考

察

を

し

て

き

ま

し

た
。

彼

ら

は

日

本

の

民

俗

学

・
文

化

人

類

学

な

ど

の
研

究

・
紹

介

の
先

導

と

な

り

ま

し

た
。

一
九

入

○

年

代

に

は

文

化

人

類

学

者

の
間

で

、
日
本

・

欧

米

の
学

者

に
よ

り

進

め

ら

れ

て

き

た

研

究

の
主

題

・
方

法

に

つ

い
て

の
交

流

が

増

え

ま

し

た

。

そ

し

て

、

今

こ

こ

に

討

論

す

る

基

礎

が

で

き

た
わ

け

で
す

。

一
九

八

三

年

春

、
「
o
涛
一〇
お

ω
0
9
Φ
畠

の
例

会

に
於

い
て

、

カ
ー

メ

ン
・
ブ

ラ

ッ
カ

ー

(
毳Q
鋤
「
b
P
①
5
団
W一9
0
犀
①
『
)
は

、

主

旨

演

説

に

"
忘

れ

ら

れ

た

日

本

の

天
才

"

と

し

て
、

南

方

熊

楠

を

と

り

上

げ

ま

し

た
。

同

じ

く

一
九

八

三

年

、

メ

ー

ヴ

ァ

ル
ト

(
d
.●
竃

α
げ
ぐく
①
一ユ
)
に

よ

る

、

有

賀

喜

左

衛

門

の
研

究

、

そ

し

て

一
九

八

六

年

に

は

、

一
九

三

〇

年

代

に

生

ま

れ

た

日

本

の
経

験

社

会

学

の
概

要

の

発
表

が

あ

り

ま

し

た

。

霊

長

類

学

か

ら

は

、

ア

ス
キ

ス

(勺
.
〉
ω
ρ
三
9

)
が
、

一
九

八

一
年

に

日
本

と

西

欧

の
霊

長

類

学

の

類

似

性

、

相

違

点

を

指

摘

し

た

画

期

的

な

問

題

提

起

が

あ

り

ま

し

た
。

日

本

で
も

戦

後

、

人

類

学

・
民

俗

学

そ

し

て
関

連

分

野

一45一



で
の
日
本
研
究
の
歴
史

・
理
論

・
方
法
論

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
現
在

活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
七
〇
年
に
、
山
口
昌
男
氏
は
、
岡
正
雄
記
念
論
文
集

『民
族
学

か
ら
み
た
日
本
』
に

「
文
化
人
類
学
と
日
本
研
究
」
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
前
の

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
石
田
英

一
郎
氏
の

『日
本
文

化
論

の
理
論
的
基
盤
』
が
、
民
族
学
と
日
本
研
究

の
問
題
点
を
述

べ
て

い
ま
す
。

和
歌
森
太
郎
氏
は

一
九

七
六
年
、
日
本
民
族
学
研
究

の
発
展
を
旧

派

・
新
派
と
い
う
二
つ
の
概
念
か
ら
論
議
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
旨

は
、

新
派
は
長
期
の
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
地
域
比
較
研
究

・
民

族
学
的
解
釈
に
向
か
い
、
旧
派
は
限
定
さ
れ
た
主
題
の
記
録
採
取

に
と

ど
ま
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
和
歌
森
氏
の
こ
の
見
解
は
、

一
九
七
〇

年
代
の
日
本
研
究
の
再
考

・
再
接
近
を
促
進
し
、
日
本
の
人
類
学
者

・

民
俗
学
者
に
共
鳴
さ
れ
ま
し

た
。

小
松
和
彦
は
中
世
文
学
専
攻
の
筑
土
鈴
寛
の
研
究
を

一
九
七
四
年
に

発
表
し
、
民
俗
誌
学
と
民
俗
学
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
民

俗
誌
学
は
限
定
さ
れ
た
主
題
、
地
域
で
民
俗
や
伝
承
を
記
述

・
分
類
す

る
事
。
民
俗
学
は
多
く

の
地
域
か
ら
集
め
ら
れ
た
民
俗
誌
を
比
較
検
討

し
、
心
理
学
的

・
歴
史
学
的
な
ど
の
方
法
に
よ
り
分
析
す
る
事
。
そ
し

て
、
小
松
和
彦
は
民
俗
誌
学

者
と
し
て
早
川
孝
太
郎
を
、
民
俗
学
者
と

し
て
折
口
信
夫
を
曲
ハ型
と
し
て
い
ま
す
。

八
○
年
代
に
は
、
民
俗
学
の
新
し
い
流
れ
が
、
日
本
研
究

の
中

で
際

立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
は
隣
接
諸
文
化

の
考
察
と
も

い
え
ま
す
。

例
を
上
げ
る
と
、
佐

々
木
宏
幹
は
、
宗
教
の
分
野
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
華
僑
社
会

の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
進
め
、
彼

の
研
究
を
深
め
ま
し

た
。
井
上
順
考

〔
一
九
八
三
〕
・中
牧
弘
允

〔
一
九
八
九
〕
が
新
宗
教
を

と
り
上
げ
、

ハ
ワ
イ

・
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
日
系
社
会
を
研
究
し
ま
し
た
。

文
化
人
類
学
か
ら
の
理
論
的
影
響

の
例
と
し
て
、
飯
島
吉
晴
が

一
九

八
五
年
に
「笑

い
と
異
装
」
で
泣
き
笑

い
の
儀
式
研
究
、
「竈
神
と
厠
神
」

で
家
内
神

の
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。
飯
島
氏
は
、
資
料

・
記
録
と
共

に
、
民
俗
誌

・
民
族
学
資
料
と
し
て
、
坪
井
洋
文

・
宮
田
登
な
ど
の
提

出
し
た
資
料
を
参
照
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
諸
現
象
-
習
慣

・
神
が
み

・
信
仰

・
伝
統

・
儀
礼
1

の
解

明
に
山
口
昌
男
式
の
構
造
人
類
学
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
田
ア
ジ
オ

〔
一
九
八
四
〕
、
住
谷
和
彦

〔
一
九
八
二
〕
・
伊
藤
幹
治

〔
一
九
入
入
〕
な
ど
に
よ
り
、
日
本
研
究
の
業
績

・
方
法

・
理
論

・
概

念
な
ど
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
家

の
柳
田
国
男

・
伊
波
普
猷

・
早

川
孝
太
郎

・
堀

一
郎

・
古
野
清
人

・
石
田
英

一
郎

・
桜
田
勝
徳

・
和
歌

森
太
郎
等
が
再
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
民
俗
学
と
文
化
人
類
学
に

於
い
て
の
日
本
研
究

の
方
法

・
叙
述
基
盤
を
再
考
す
る
も
の
で
す
。
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入
○
年
代
の
日
本
研
究
の
発
展
と
拡
大
は
新
し
い
活
動
、
業
績
に
よ

り
明
確
で
す
。

一
つ
は
、
純
粋
学
問
と
し
て
、
継
続
し
た
事
。
も
う

一

つ
は
情
報
・基
礎
的
教
育
・知
識
を
売
る
こ
と
に
よ
り
自
活
で
き
る

「商

業
的
」
立
場
を
獲
得
し
た
事

で
す
。
そ
し
て
第
三
に
社
会
問
題
の
理
解
・

対
策
の
為

の
研
究
も
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
の
例
と
し
て
、

コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
ド
ナ
ル
ド

・
キ
ー
ン
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
、

ハ
!
バ

ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本

で
は
、
大

阪
の
国
立
民
族
学
博
物
館
、
千
葉
県
佐
倉

の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

京
都

の
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
!
が
主
な
も
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
日
仏
会
館
、
オ
ラ
ン
ダ
の
日
蘭

学
会
に
続
き
、
昨
年
、
東
京

に
ド
イ

ツ
日
本
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

ま
し
た
。

「
商

業

」

と

し

て

の

日
本

研
究

は

、

時

代

の
要

求

に
よ

り

、

商

業

・

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム

・
政

府

を

顧

客

と

し

、

動

き

だ

し

ま

し

た
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

は
、

ロ
ン
ド

ン
大

学

の

Hヨ

づ
①
ユ
巴

O
o
濠

σq
Φ
の

日
ゴ
①

冒

O
鋤
亭

国
霞

o
需

ぎ
α
昜

け
蔓

幻
Φ
ω
Φ
霞

6
げ

0
Φ
耳

お

そ

し

て

、

オ

ラ

ン
ダ

・
ロ

ッ

テ

ル
ダ

ム

の

エ
ラ

ス

ム

ス
大

学

で

、
冨

O
⇔
昌
爵
巨

α
Φ
の
講

座

が

開

か

れ

て

い
ま

す

。

日
本

の
社

会

問

題

に
関

し

て

は

ウ

ィ

ー

ン
大

学

が

著

名

で

す

。

こ
の
三

つ
の
流
れ
は
、
新

旧
の
種
々
の
基
盤
か
ら
成
り
立
ち
、
広
く

学
術

・
政
治

・
商
業

の
目
的
に
合
致
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
研
究
対
象

と
方
法
は
、
旧
来

の
も

の
も
、
新
し
い
試
み
も
、
混
在
し
て
い
ま
す
。

文
化
人
類
学
的
観
点
か
ら
の
日
本
研
究
の
意
義
、
そ
し
て
実
際
面
で
の

論
争
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
展
開
が
文
化
人
類
学
の
日
本
研
究
に

多
様
な
作
用
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
次
の
疑
問
を
起
こ
さ
せ
ま
す
。

一
つ
は
、
八
○
年
代

の
日
本
研
究

の
主
題

・
方
法
等
は
実
際
に
何
で
あ

っ
た
か
?

第

二
は
、
今
か
ら
の
日
本
研
究
に
必
要
な
望
ま
れ
る
主

題

・
方
法
は
何
で
あ
る
か
?

第

一
問
は
、
歴
史
事
実
と
し
て
検
討
で

き
ま
す
。
第
二
間
に
は
、
色
々
な
解
答
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
状
況
に

よ
り
変
化
し
や
す

い
も

の
で
す
。

つ
ま
り
、

こ
の
問
い
の
答
え
は
常
に

お
こ
り
、
日
々
新
し
く
な
り
ま
す
。

(
11
)

〈八
○
年
代
ま
で
の
文
化
入
類
学
に
於
け
る
日
本
研
究
〉

文
化
人
類
学
者
は
各

々
の
立
場

・
観
点
か
ら
、
日
本
を
研
究
し
て
い

ま
す
。
日
本
を
主
題
と
し
、
又
は
日
本
を
例
証
と
し
て
取
り
上
げ
ま
す
。

そ
れ
ら
は
方
法
論
、
あ
る
い
は
テ
ー

マ
別
に
よ
り
分
類
で
き
ま
す
。

日
本
は
各
課
題
、
専
門
の
た
め
に
研
究
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
比

較
研
究
の
資
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
仮
説
を
試
み
る
た
め
に
、
そ
し
て

あ
る
現
象

の
調
査
な
ど
の
た
め
に
。
初
期
の
例
で
は
、
国
民
性
を
主
題

一47一



に
し

た

G

・
ゴ

ー

ラ

ー

(O
o
吋
興

)
や

ル
ー

ス

・
ベ
ネ

デ

ィ
ク

ト

(閑
旨

げ

bu
Φ
昌
Φ
岳
9

)

が

い
ま

す

。

二

〇

年

後

に

ク

リ

フ

ォ

ー

ド

・
ギ

ア

ー

ツ

(Ω

崖

o
『
α
O
①
Φ
潯
N
)

は

ジ

ャ

ワ

と

日

本

の
社

会

形

成

を

比

較

し

ま

し

た
。

F

・
シ

ュ
!

(=
ω
二
)
は
中

国

と

日

本

と

の
家

族

制

度

、

儒

教

道

徳

を

比

べ
ま

し

た

。

こ
れ

ら

の
研

究

に

共

通

す

る

方

法

は

、

外

か

ら

日

本

を

見

る

と

い
う

こ
と

で
す

。

G

・
デ

ヴ

ォ

(α
Φ
<
o
ω
)

は

、

専

門

の
心

理

学

・
文
化

人

類

学

と

日
本

研

究

を

合

わ

せ

て
、

社

会

問

題

・
差

別

.

犯

罪

・
自

殺

・
教

育

・
共

同

生

活

な

ど

を

考

察

し

ま

し

た
。

以
上

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入

る
研
究
は
入
○
年
代

に
も
ア
メ
リ
カ

.
ヨ

ー

ロ
ッ
パ

・
ア
ジ
ア
で
見
ら

れ
ま
す
。
日
本
で
は
自
国
と
異
文
化
圏
の

研
究
者
と
し
て
、
馬
渕
東

一

・
大
林
太
良
な
ど
が
お
り
、
日
本
文
化
の

み
を
研
究
し
た
伊
藤
幹
治
な

ど
が
い
ま
す
。

他

の
専

門

分

野

で
も

文

化

人

類

学

と
同

じ

事

が
言

え

ま

す

。

歴

史

学

で

は

、
バ
ー

リ

ン
ト

ン

・
ム
ア

(
しU
9
冥
ヨ
ひq
8

づ
竃

o
o
『
①
・
冒

●℃
お

刈
♪

o
ユ
oq
●

H
O
①
①
)、

ペ
リ

ー

・
ア

ン
ダ

ー

ソ

ン

(
勺
①
霞
《

》
コ
α
霞
ω
o
戸

H
㊤
謹

)
、

カ

ル

・
ウ

ィ

ッ
ト

フ

ォ
ー

ゲ

ル

(
訳
曽
二

芝

算

{
o
σQ
Φ
だ
H
零

①
)

が

日

本

を

範

例

と

し

仮

説

を

た

て

ま

し

た

。

ジ

ョ

ン

・
ホ

ー

ル

(一
〇
ゴ
ロ

芝

詳
5
Φ
<

=
9
ε

・
デ

ル

マ
!

・
ブ

ラ

ウ

ン

(H
)Φ
一∋

Φ
「
しU
円
O
≦
昌
)

は

日
本

を
主

題

と

し

た
歴

史

学

者

で
す

。

日
本

文

化

、

歴

史

全

体

を

個

人

で

マ

ス
タ

ー

す

る

日
本

学

は
少

な

く

な

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

日
本

そ

の
も

の

へ
の

関
心
は
高
く
、
健
全
で
す
。
各
専
門
分
野
で
の
研
究
を
通
し
て
、

社
会

の
理
解
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

日
本

特

定

の
研

究

を

通

し

て

そ

の
社

会

・
文

化

の
全

体

を

見

通

す

と

い
う

「
選

択

的

全

体

主

義

」

(ω
①
一Φ
O
汁
一く
①
プ
O
一
一ω
b
P
)

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
日

本

研

究

の

一
部

で

す

。

例

え

ば

、

オ
ー

ス
ト

リ

ア

で

は

、

S

・
リ

ー

ン

ハ
ル
ト

(
ピ
冒
げ
爰

什
)
が
社

会

問

題

、

特

に

老

人

問

題

に

関

わ

っ
て

い
ま

す

。

又

フ

ラ

ン

ス

で

は

A

・
ベ

ル
ク

(
bd
霞

ρ
二
①
)

が

文

化

地

理

学

で

、

日
本

個

有

の
空

間

・
風

土

・
思

想

な

ど

に

焦

点

を

当

て

、

イ

ギ

リ

ス

で

は
、

J

・
ヘ
ン
ド

リ

ィ

ー

(
自
Φ
巳

亳

)

が

日

本

の
共

同

生

活

・
社

会

組

織

、

そ

し

て

象

徴

的

現

象

を

明

ら

か

に

し

て

い
ま

す

。

(
m

)

〈
文

化

人

類

学

と

日

本

研

究

〉

日

本

民

族

学

会

編

『
日
本

の
民

族

学

一
九

六

四

-

八

三

』

に
小

松

和

彦

・
宮

田
登

は

日

本

研

究

に

貢

献

し

た
四

人

の
外

国

人
学

者

を

挙

げ

て

い
ま

す

。

C

・
ア

ウ

ェ
ア

ハ
ン
ト

(
〇
二
≦
Φ
げ
穹

α
)

の
鯰

絵

、

C

・
ブ

ラ

ッ
カ

ー

(
しd
冨
o
犀
Φ
同
)

の

シ

ャ
ー

マ

ニ
ズ

ム
、

R

・
ス

ミ

ス

(ω
∋
畧
ゴ
)

の
祖

先

崇

拝

、

J

・
ク

ラ

イ

ナ

i

(内
「
①
冒
嘆

)

の
南

西

諸

島

の
宗

教

が

そ

れ

ら

で

す

。

又

、

同

書

の
中

で
、

波

平

恵

美

子

は

、

医

療

人

類

学

部

門

で
大

貫

恵

美

子

(閏
一∋

一評
O

(∪
ゴ
】P
二
評
一ム
「
一Φ
『
昌
①
<
)
を

紹

介

し

て

い
ま

す

。
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七
〇
年
代
に
は
世
界
的
傾
向
と
し
て
、
日
本
研
究
の
協
力
体
制
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
的
な
も

の
か
ら
、
世
界
的
な
も
の
に
広
が
り
ま

し
た
。

一
九
七
二
年
に
設
立

さ
れ
た
国
際
交
流
基
金
と

一
九
七
三
年
の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
な
ど
は
そ

の
代
表
的
な
例
で
す
。

こ

の
傾

向

は

八

○

年

代

も

続

き

、

次

ぎ

の
段

階

に

進

み

ま

し

た
。

七

〇

年

代

、

八

○
年

代

に

か
け

て

、

日

本

研

究

の
増

大

と

細

分

化

の
も

と

に
、

さ

ま

ざ

ま

な

専

門

の

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

が

生

ま

れ

ま

し

た
。

一
九

八

四

年

に

日
本

研

究

人

類

学

研

究

会

(日
ゴ
Φ

冒

B

づ

》
耳

ゴ
o
学

8

0
δ
oq
<
耄

o
蒔

ω
ゴ
8

)
が

、
そ

し

て
、

一
九

八

七

年

国

際

ア
イ

ヌ

研

究

協

会

(
ぎ

けΦ
諺

9
口
o
口
9。
一
〉
ω
ω
0
9
9
誠
o
づ

o
h
>
ぎ
二

ω
ε

臼
Φ
ω
)

が
創

立

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の
会

は
、

専

門

家

そ

し

て
隣

接

諸

科

学

者

の
国

際

的

な

集

ま

り

で
あ

り

、

日
本

に
焦

点

を

当

て

て

い
ま

す

。

(
N
)

〈
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
研
究

口
集
中
と
分
立
〉

文
化
人
類
学
は
、
三
〇
年
代
よ
り
日
本
研
究
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ

は
増

々
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
日
本
文
化
の
源
流
を
探

る
た
め
、
民
族
学
者
が
ア
ジ
ア
文
明

・
文
化
を
課
題
と
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う

に
民
族
学
者
と
民
俗
学
者
と
が
多
く
の
重
要
な
貢
献
を
日
本
研

究
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
人
学
者
が
外
国

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ

ー

ク

の
機

会

が
多

く

な

る

に

し

た

が

い
、

少

な

く

な

っ
て

い

る

よ
う

で
す

。

自
国

(日
本
)
で
の
研
究
が

日
本

の
文
化
人
類
学
者
の
日
本
研
究
は
、
新
し
い
方
法
と
研
究
課
題

を
拡
大
し
ま
し
た
。
岡
正
雄
や
石
田
英

一
郎
等
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
学
説

を
、
波
平
恵
美
子
な
ど
が
ア
メ
リ
カ
の
学
説
を
紹
介
し
、
日
本
の
民
俗

学
、
人
類
学
の
日
本
研
究
に
新
し
い
理
論
、
分
野
を
導
入
し
ま
し
た
。

総

括

し

て
言

え

ば

、

文

化

人

類

学

に

お

け

る

日
本

研
究

と

、

そ

の
他

専

門

で

の

日
本

研

究

の

発
展

の
流

れ

は
、

戦

後

よ

り

現

代

に
至

る

ま

で

、

ア

ジ

ア

・
ア

メ

リ

カ

・
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

同

じ

傾

向

が
見

ら

れ

ま

す

。

一
つ

の
課

題

は

、

歴

史

の
中

に

お
け

る

社

会

変

遷

の
比

較

を

す

る

こ

と

で
す

。

日
本

(
東

ア

ジ

ア

)

と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
文

化

・
文

明

を

比

べ

る

と

、

構

造

的

同

一
の
部

分

と

異

形

の
部

分

が
見

ら

れ

ま

す

。

そ

れ

は

G

・
ド

ユ
メ
ー

ジ

ィ

ル

(
U
二
目
曾

ε

の
唱

え

た

"
イ

ン
ド

・
ヨ
ー

ロ

ッ

パ
文

明

論

"

に

比

べ

ら

れ

な

い

で

し

ょ

う

か

。

文
化
人
類
学
の
日
本
研
究
と
、
そ
の
他
の
専
門
の
日
本
研
究
は
、
あ

る
状
況

・
基
盤
を
与
え
ら
れ
る
な
ら
、
将
来
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

第

一
に
、
日
本

の
本
質
的
価
値
を
理
解
す
る
た
め
、

第
二
に
、
各
専
門
に
よ
る
研
究
の
交
流
、
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第
三
に
、
多
方
面
よ
り
の
問
題
提
起
や
方
法
論
の
探
求
、

第
四
に
、
門
戸
を
広
く
開

き
、

第
五
に
、
資
料
の
編
纂

の
た
め
の
協
力
な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
正
確
さ
と
、
迅
速
さ

が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

組
織
と
機
構
に
お
い
て
、
柔
軟
性
が
必
要

な

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
研
究
は
世
界
的
な
広

が
り
を
持
ち
出
し
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル

な
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
人
類
学
の
日
本
研
究
は
、
全
体

的

(地
域

・
国
別

・
大
陸
間

)
な

つ
な
が
り
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
未
来
に
、
何
が
出
て
来
る
で
し
ょ
う
か
?

》
QD
ρ
d
.一
↓

=

"
勺
鋤
ヨ

Φ
一9

一
㊤
Q◎
一

曽

ミ

鳴

逶

鳴
ら
融

鳥
丶

匙
§
ミ

§

o
ミ
S
愚

壽
蹄
ミ
Q

帖謡

ミ
鳴
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ロ
恵

俊

一
九

三
〇
年

代

か
ら

一
九

八
○
年

代

ま

で

の
、
内

外

の
文
化

人
類

学
的

な

視

点

か
ら

の
日
本

研
究

を
広

く

オ
ー

バ
ー

ヴ

ュ
ー
し

て
お

ら
れ
ま

し

て
、

日
本

研

究

全
体

に
対
す

る

文
化

人
類
学

の
貢
献

を

か
な
り
肯

定
的

に
評

価

さ
れ

ま
し

た
。

そ

の
博

学
な
知

見

に
関

し
て

は
た

だ

た
だ
敬

服
す

る
ば

か
り

で
あ

り
ま
す

。

そ

こ
で

は

一
九

八
○
年

代

の

日
本

研
究

の
動
向

と

い
た
し
ま

し

て
、

二

つ
の

流

れ

が
あ

る
と

い
う

こ
と
を

明
確

に
指
摘

な

さ

い
ま

し

た
。

一
つ
は
、

ア

カ
デ

ミ

ッ
ク

な
立
場

か

ら

の
研
究
機

関

の
設

立

で
あ

り
ま

す
。

当
然

日

文
研
も

そ

の

中

に
入

っ
て

い
る

わ
け

で
あ

り
ま
す

。
も

う

一
つ
は
、

日
本

の
経
済

的

な
急
成

長

に
伴

っ
て
実

際
上

の
諸

問
題

を
調

査
研

究
す

る

と

い
う

、
言

わ

ば
産
業

ジ

ャ

ー

ナ
リ

ズ

ム
や
行

政

か
ら

の
要

請

に
応

え
る

と

い
う

形

で

の
研

究
組

織

の
設

立

で
あ
り

ま
す
。

前
者

の
ア

カ
デ

ミ

ッ
ク
な

立
場

か

ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ

に
関

し
ま

し

て

は
、
だ

れ
し
も

が
知

る

こ
と

が
ら

で
あ

り
ま
す

が
、

後
者

に

お
け

る
日
本

研
究

に

つ
い
て
は

日
本

人
自
身

は
あ

ま

り
関
心

を
払

っ
て

い
な

か

っ
た
点

で
あ

り

ま
し

て
、

そ

の
よ
う

な
社
会

的
必

要

性

が
あ

る

と

い
う

こ
と
を

こ

の
報

告

に

よ

っ
て
改

め

て
再
確

認

さ

せ
ら
れ

た
わ

け

で
あ

り

ま
す
。

実
際

日
本

で

は
、

例

え
ば

日
本
的

経

営

と

い
う

も

の
に

つ
い
て
、

本
当

に
ま

と

も
な

立
場

か
ら

の
研
究

は
な
さ

れ

て

い
な

い
よ
う

に
思

い
ま
す
。

日
本

的

経

営

を
強
調

す

る
と

い
う

こ
と

は
、

日
本

の
傲
慢

さ

、

ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ

・
ア

ロ
ガ

ン

ス
を
助

長
す

る
も

の
と
し

て
、

か
え

っ
て
敬

遠

さ
れ

て

い
る
嫌

い
が
あ

る

わ

け

で
あ

り
ま
す

。

そ
れ

か
ら

ま

た
、

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム
で
続

々
と
出

て

き
て

お

り

ま
す

日
本
論

関
係

の

い
ろ

い
ろ

な
文
献

、

こ
れ
も

ベ
フ

ハ
ル

ミ
さ
ん

の
表

現

を
借

り

れ
ば

「
大
衆

消
費

材

と
し

て

の
日
本

文
化
論

」

で
あ

り
ま
し

て
、

実

は

そ

こ

に
宿

さ

れ
て

い
る
豊

か

な
デ

ー
タ

と
か
、

あ

る

い
は
鋭

い
分
析

視
点

な

ど

が

ど

こ
か

へ
置
き
忘

れ

ら
れ

る
よ
う

な

こ
と
も

多

か

っ
た
わ
け

で
あ

り
ま

す
。

こ
う

い
う

事
態

を
考

え

ま
す

と
、
ブ

レ
ー

メ

ン
報
告

に
お
け

る
よ
う

に
、

日
本

研
究

へ
の
動
機

と

い
う
も

の
を
も
う

一
度

考

え
直

し
、

そ
れ

を
正
確

に

と
ら

え

る

と

い
う

こ
と
が
必

要

で
あ

る

だ
ろ
う

と
思

い
ま

し
た
。
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こ

の
論

文

に

お
け

る
第

二

の
メ
リ

ッ
ト

と

い
た
し
ま

し

て
は
、

文
化

人
類

学

的

な
視

点

か
ら

の
日
本

研
究

に

二

つ
の
基
本

目
的

が
あ

る
と

い
う

こ
と
を
指

摘

な

さ

っ
た
点

で
あ

り
ま
す

。
第

一
の
タ

イ
プ

は
、

言
わ

ば
外

側

か
ら

の
視
点

に

よ

る
も

の
で
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
、

日
本
を
あ

る

種

の
問
題
追

求

、
例

え
ば

比

較

研
究
、

あ

る

い
は
仮

説

の
検
証
、

あ

る

い
は
分

類
作
業

、

こ
う

い

っ
た
も

の

に
役
立

つ
よ

う
な

一
つ
の
事
例

と

し

て
取
り
上

げ

る
。
あ

る

い
は
、

日
本

を

研

究
材

料

と
し

て

の
み
用

い
て

い
く

と

い
う

立
場

か

ら

の
日
本

研
究

で
あ

り
ま
す

。

も
う

一
つ
は
、

そ

れ

と
は
対

照
的

に
、
内

在
的

な

立
場

か
ら

日
本

そ
れ
自

体

を

研
究

の

レ
フ
ァ

レ

ン
ト

に
据

え
ま

し
て

、
そ

の
固
有

の
属

性

を
専

ら
解

明
し

よ

う

と
す

る
も

の

で
あ

り

ま
す
。

こ

の
二

つ
の
傾
向

を

明
確

に
指
摘

な

さ

っ
た
わ
け

で
ご
ざ

い
ま
す

が
、

特

に

後

者

に
関

し

ま
し

て

「
セ

レ
ク
テ

ィ
ヴ

・
ホ
リ
ズ

ム
」

と
称

さ
れ

る
研
究

傾
向

に

つ
い
て

ご
指

摘

が
あ

っ
た

わ
け

で
あ

り
ま
す

。
第

一
の
ほ
う

に
関

し
ま

し

て

は
、

こ
れ

は
言
わ

ば
何

ら

か

の

一
般

法

則
を

発
見
す

る

と

い
う

こ
と
を
狙

っ
た

も

の
で
あ
り

、
し

か
も

欧
米

起
源

の
理

論
を

日
本

へ
無
条

件

に
適

用
す

る
と

い

う
前

提

に
立

っ
て

い
る
き
ら

い
が
あ
り

、
そ

こ
に
問
題

が
あ

ろ
う

か
と
思

う

わ

け

で
あ

り
ま
す

が
、
報

告
者

は

む
し
ろ

内
在

的
立

場

の
ほ
う

か
ら

の
研
究

を
重

要
視

し

て

い
る
よ
う

で
あ

り

ま
す
。
そ

の
場
合

、
「
セ

レ
ク
テ

ィ
ヴ

・
ホ
リ

ズ

ム
」

と

い
う
特

定
領

域
、

専
門

領
域

に
焦

点

を
合

わ

せ
な

が
ら
、

日
本

社
会

の
全
体

の
解

明

に
向

か
う

と

い
う

傾
向

を
重

視
な

さ

っ
て

い
る
よ
う

に
見
受

け

た
わ

け

で
あ

り
ま

す

が
、

こ

の
観

点

は
昨
年

の
こ

の
集

会

に
お
き

ま
し

て
園

田
報

告

に

お

い
て
強

調

さ
れ
ま

し

た
外
国

研
究

と
し

て

の
日
本

研
究

に

お
け

る

ジ

ャ
パ

ニ

ー

ズ

・
ス
タ
デ

ィ
ー

ズ

に
対
応

し

て
お

る
わ
け

で
あ

り
ま

し

て
、
誠

に
興

味
深

い
わ
け

で
あ

り
ま
す

。

ブ

レ
ー

メ

ン
報
告

は
非

常

に
重

要

な
ポ
イ

ン
ト
を
指

摘

し

て

い
ら

っ
し

ゃ

い

ま
す

が
、

若
干

の
難

点
を

も
含

ん

で

い
る
よ
う

に
見
受

け

ら
れ

ま
す
。

ま
ず

第

一
に
、
文

化

人
類
学

的
視

点

か
ら

の
日
本

研
究

に

つ

い
て

の
詳
細

な

オ
ー

バ
ー

ヴ

ュ
ー

は
な

さ
れ

て

い
る
わ
け

で
あ

り
ま
す

が
、

そ

れ
ら
全

体

に

つ

い
て

の
報
告

者
自
身

の
批
判

を
欠

い
て

い
る
わ
け

で
あ

り
ま

す
。
特

に
、
方

法

論

的
な

問
題

点

に

つ

い
て

の
具
体

的
な

指
摘

に
乏

し

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す

。
文

化
人

類
学

的
な

立
場

か

ら

の
日
本

研
究

に
固
有

な
方

法

と
し

て
、

一
体

ど
う

い
う

も

の
が
あ

る

の
で
し

ょ
う

か
。

第

二
に
、

こ
の
報

告

に

お
き
ま

し

て
、

日
本
研

究

一
般

と

文
化

人
類

学
的

視

点

か
ら

の
日
本
研
究

と

を

明
確

に
区
別

し

た
上

で
論
じ

な
け

れ

ば
な
ら

な

い
と

思

わ
れ

る
わ

け

で
す

が
、
そ

の
二

つ
を

十

分
識
別

し
な

け
れ

ば
、

後
者

の
前
者

に
対
す

る
研
究

上

の
貢
献

は
明
確

化
さ

れ
得

な

い
わ
け

で
あ

り
ま
す

。

他

の
社

会

科
学

に
基

づ
く

日
本

研
究

と

の
対
比

を
行
う

と
す

れ
ば
、

文
化

人
類
学

的
視

点

か
ら

の
日
本

研
究

は
、

い
か
な

る
独

自

の
視
点

と
方
法

に
よ

っ
て

日
本

研
究

に
貢
献
す

る

こ
と

に
な

る

の
で
し

ょ
う

か
。

私
自
身

の
見

解
を

少

し
申
し

ま
す

と

、
文

化
人

類
学
的

な
視

点

か
ら

の

日
本

研

究
、
特

に
自
国

研
究

と
し

て

の
フ

ォ
ー
ク

ロ
ア
に
よ

る
研

究

は
、

日
本

文
化

に
固
有

の
イ

ー

ミ

ッ
ク

ス
を
掘

n
・
お

こ
す

こ
と

に
よ

っ
て
、
他

の
社

会

科
学

の

立
場

か
ら

の
分
析

に
お

い
て

と
か

く
見
落

と

さ
れ

が
ち

で
あ

る
文
化

の
機

能
的

意
義

を

明
ら

か

に
す

る

こ
と

に
あ

る
と
考

え

ま
す
。

そ

の
点

に
お

い
て
、

文
化

人
類

学
的

視
点

か

ら

の
日
本
研

究

の
日
本

研
究

一
般

に
対

す

る
貢
献

を

認
め

る

べ
き
だ

と
考

え
ま
す

が
、

そ

の
点

は

い
か
が

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

か
ら
第

三

に
、

日
本
な

い
し

ア

ジ
ア

と
欧
米

の
文

化

や
文

明
は
、

共

に

構
造

的
変

異
体

、

ス
ト

ラ
ク
チ

ュ
ラ

ル

・
ヴ

ァ
リ

ア

ン
ツ
と

い
う

ふ
う

に
お

っ

し

ゃ

っ
て
、
同

一
の
性
格

の
も

の
だ
と
見

な
し

て

い
ら

っ
し

ゃ

い
ま
す

が
、

こ

の
考

え
方

は
妥
当

で
あ
り

ま
し

ょ
う

か
。

言

及
さ

れ

て

い
る

フ
ラ

ン
シ

ス

・
シ

ュ
ー
あ

た
り

は
、
各

社
会

の
原
組
織

形

態

が
基
本

的

に
む
し

ろ
異

な
る

と

い
う

こ
と
を

実
証

し
た

わ
け

で
あ

り
ま
す

。

こ
れ
は
彼

の

『
ク
ラ

ン

・
カ
ー

ス
ト

・
ク

ラ
ブ

』

に
お

い
て
展
開

さ

れ

て
お
り

ま
す

。
特

に

日
本

で
は
、

い
わ

ゆ
る
家

元
制

度

と

い
う

も

の
を
範

形

と
す

る
よ

う
な

、

カ
タ

カ
ナ
書

き

で
あ

り

ま
す

が

「
イ

エ
モ
ト
組

織

」

が
発
達

し

て
、

欧

米

の
原
組

織
形
態

で
あ

る
ク
ラ
ブ

と
対

比

さ
れ
得

る

と
し

て

い
る
わ

け

で
あ

り
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ま
す

。

こ

の
シ

ュ
ー

の
研

究
自

体

は
、

つ
い
で
な

が
ら
申

し
ま

す

と
、

日
本

で

実

は
十

分
な

フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

を

一
年
間
行

っ
た
上

で
書

か
れ

た
も

の
で
あ

り

ま
し

て
、

決
し

て
報

告

で
述

べ
ら

れ
て

る
よ
う

な

ス
タ
デ

ィ

・
ア
ト

・
ザ

・

デ

ィ

ス
タ

ン
ス

の
も

の

で
は

ご
ざ

い
ま

せ

ん
。
心

理
人

類
学
的

な

立
場

か
ら

実

証

的

研
究

を
行

っ
た
も

の
で
あ

り
ま
す

。

そ

れ

か
ら
第

四
点

と

い
た
し

ま
し

て
、

こ

の
報

告

に
お

い
て
重
要

な

文
献

が

若
干

洩

れ
て

お
る
よ
う

な
気

が

い
た
し

ま
す

。
統

合
的

な
社

会
科

学

の
立
場

か

ら

日
本
研

究
を
行

っ
た
も

の
と

し
て
、

村
上

泰
亮

・
公

文
俊

平

・
佐
藤

誠
三
郎

の

『
文
明

と
し

て

の
イ

エ
社

会
』

と

い
う
重

要
な

本

が
あ

り
ま
す

。

そ
れ

か
ら

文
化

人
類
学

的

な
視
点

、
特

に
社

会

人
類
学

的
な

立
場

か
ら

の
日
本

研
究

と
し

て

は
、

ご
承
知

の
中

根
千

枝

『
タ

テ
社
会

の
人

間
関

係
』

と

い

っ
た
文
献

が
あ

る
わ

け

で
あ

り
ま
す

が
、

こ
れ
ら

に
関
し

て

の
評
価

は

い
か

が
な
も

の
で
あ

り

ま
し

ょ
う

か
。

そ

れ

か
ら
も
う

一
つ
、
最

近

文
化

人
類
学

の
中

で
は

ル
ー

ス

・

吉

田

あ
り

が

と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。
幾

つ
か

の
間
題

が
出

ま
し

た

が
、
ブ

レ
ー

メ

ン

さ

ん

い
か

が
で
す

か
。

フ

ァ
ン

・
ブ

レ
ー
メ

ン

ま

ず
、

シ

ュ
ー

は
も

ち
ろ

ん

日
本

で
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
し

た

こ
と
が
あ

り
ま

す
。

私

の
意
味

で
は
、
心

理
学

か

ら
見

た

日
本

は
ア
ト

・
ア

・
デ

ィ

ス
タ

ン
ス
と

い
う

こ
と

で
し
た

が
、

お

っ
し

ゃ

っ
た
通

り

そ
れ

は
言

わ
な

か

っ
た
ほ
う

が
良

か

っ
た
か

も
し

れ
ま

せ
ん
。

日
本

の
社

会
組

織

に
関

し

て
大
事

な
研
究

だ

と
思

い

ま
す
。
そ

し

て
第

四

の

コ
メ

ン
ト

に

つ
い
て

で
す

が
、

も

ち
ろ

ん

日
本
人

学
者

の
研
究

へ
の

言
及

は

こ

の
論

文

で
は
不

十

分
で
す
。

一
〇
年

に
わ

た

っ
て

日
本
文

化

の
源
流

の
研

究

が

民
博

で
あ

り
ま
す

。

そ

の
研
究
成

果
を

見

る
と
、

非
常

に
興

味
深

い
の
で
す

が
不

勉

強

な
私

は
、

ま

だ
そ
う

い
う

大
き

な
研
究

は
全

部
読

ん

だ

こ
と
が
な

い
の

で
、

こ
の
論

文

の
中

に
入

れ
ま

せ

ん

で
し

た
。

イ

ミ

ッ
ク

ス
と

い
う

言
葉

を
濱

口
先

生

が
お

っ
し

ゃ

っ
た
ん

で
す

が
、

日
本

人

の
研

ベ
ネ

デ

ィ
ク
ト

に
対

す

る
再
評

価

が
行

わ
れ

て
お

る
わ
け

で
あ

り
ま

す

が
、

そ

れ

に

つ

い
て

の
も
う

少

し
詳

細
な

コ
メ

ン
ト
も

必
要

で
は
な

か

っ
た
か

と
思

い

ま
す

。
そ

れ
か
ら
第

五
点

と

い
た
し
ま

し

て
、
内
外

の
多

く

の
日
本
研

究
と

い
う

も

の
は
方

法
論

的
な
個

人
主

義

と

い
う

パ
ラ
ダ
イ

ム
に
な

っ
て
お
り

ま
し

て
、

個

人
と

い
う
も

の
を

人
間

モ
デ

ル
の
分
析

の
第

一
の
拠
点

に
据

え

て

い
る
わ
け

で

あ

り

ま
す
。

従

っ
て
、

そ

の
場
合

に
は
、

日
本
社

会
、

あ

る

い
は
日
本

文
化

の

中

で
生
活
す

る

人
間

は
、
自

律

的
行
為

主
体

と
し

て

の
属
性

を
欠

い
た
存
在

、

そ
う

い
う
欠

如
体

と
し

て

描

か
れ
や
す

い
わ
け

で
あ

り
ま
す

が
、

そ
う

い
う

点

に

つ
い
て

の
指
摘

も
見

ら

れ
な

か

っ
た
わ

け

で
あ
り

ま
す
。

日
本
研
究

に
お
け

る
研

究

パ
ラ
ダ

イ

ム

の
問

題

に
関
し

て
、

何

ら
か

の
問
題

が
あ

り

は
し
な

い
か

と

い
う

の

が
私

の
最

後

の

コ
メ

ン
ト

で
あ

り

ま
す
。

究
者

は
イ

エ
と
か

ム
ラ
と

か
、

そ
う

い
う

概
念

を
使

っ
て

日
本

の
社

会
を

分
析

し

て

い

ま
す

。

私

の
論

文

に
述

べ
た
福

田

ア

ジ
オ
さ

ん
は
、

日
本

の
社

会
学

の
概

念
を

民
俗

学

か

ら
出

て
き

た
概
念

を
使

っ
て
自
国

の
文

化
を

分
析

し

て

い
ま
す
。

私

た
ち
外

国

か
ら

来

た
文

化
人
類

学
者

は
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
や
れ

ば

い

い
の
か
。

あ

る

い
は
私

た
ち

の

論

文

の
中

に
も
イ

エ
と
か

ム
ラ
と

か
そ
う

い
う

概
念

を

そ

の
ま
ま

に
入

れ

る
か
、

あ

る

い
は
翻

訳
す

る

か
。
そ

し

て
翻
訳
す

れ

ば
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
訳

せ

ば

い

い
の
か
。

ム

ラ

は

..<
旨
9
ひq
Φ
..
な

の
か
、
イ

エ
は

.、鍵
ヨ
=
鴇

な

の
か
。
そ
う

い
う
概

念
的

問
題

が
未

解

決

の
ま
ま

で
す

。

第

一
に
指

摘

さ
れ

た
点

に

つ
い
て

で
す

が
、

日
本

研
究

と

か
日
本
学

と

か

に
は
、
も

ち
ろ

ん
大

き
な
違

い
は
あ

り
ま
す

。

こ

の
論

文

の
中

で
も

日
本

研
究

と

か
日
本
学

と

い

う

言
葉

を
使

っ
て
、

ち

ょ

っ
と
違

う

ニ

ュ
ア

ン

ス
を

表
現

し

た
か

っ
た

の
で
す
。

し

か

し
、
国

際
交

流

基
金

の
デ

フ
ィ

ニ
シ

ョ
ン
を
見

る
と

、

日
本

で
日
本

研
究

と

日
本
学

と

を
区
別

し

て

い
る

と
は
思

え
ま

せ

ん
。

世

界
中

で
も

今

は
大
体

ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ

・
ス
タ
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デ

ィ
ー
ズ

と

い
う

言

葉
を

使

っ
て

い
ま
す
。

私

は

ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ

・
ス
タ

デ

ィ
ー

ズ

と

ジ

ャ
パ

ノ

ロ
ジ
ー
を

は

っ
き
り
区

別
す

る
ほ
う

が

い

い
と
思

い
ま

す
。

私

は

ジ

ャ
パ
ノ

ロ
ジ
ー

と

い
う

言
葉

分

野
も
捨

て

た
く
な

い
。

な

ぜ
か

と
言
う

と
、

各

専
門

の
研
究

は
、
細

か

い
研
究

を

だ
ん

だ
ん

や

っ
て
き
ま

す
。

し

か
し
総

合
的

な
視

野
も
必

要

だ
と
思

い
ま
す
。

昔

の
ジ

ャ
パ
ノ

ロ
ジ
ー

は
、

一
人

の
人

が
全
部

の
日
本

の

歴

史
、

文
学

を

や
ろ
う

と
し

て
き
ま

し

た
。

そ

れ

は
現
在

で
は

で
き
な

い
こ
と

で
す
。

し

か
し
、

研
究
グ

ル
ー
プ

と
し

て

は
で
き

る

か
も
し

れ
ま

せ
ん
。

今

の
新

し

い
ジ

ャ
パ

ノ

ロ
ジ
ー

と

い
う

の
は
、

各
専

門

の
細

か

い
研

究
を

ふ
ま

え
た
う

え

で
総
合

的
な

レ
ベ

ル
に
上
げ

た
も

の
だ
思

い
ま
す
。

だ

か
ら

そ
れ

は
新

し

い
ジ

ャ
パ

ノ

ロ
ジ
ー
と
言

え

ま

す

。

そ

の
ほ

か

の
各
専

門

の
研
究

は
、

ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ

・
ス
タ

デ

ィ
ー
ズ

と
言

っ
て

い

い
で
し

よ
う

。

吉

田

そ

れ
で

は
、
自

由
な

デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ

ン
に
移

り

た

い
と
思

い
ま
す

。

ス
ラ

ジ

ャ
ヤ

ク

リ

フ

ォ
ー

ド

・
ギ

ア
ー

ツ

の
研

究

に
関
連

し

た

こ
と

で
す

が
、

ギ

ア

ー

ツ
は
、

ご
存
じ

の
よ

う

に

ジ
ャ
ワ
社
会

を

人
類

学
的

に
細

か
く

分
析

し
ま
す

。

私

は

歴

史

の
専
門

で
す

か

ら
、

文
化
人

類
学

的
な

方
法

、
あ

る

い
は
分

析

は
あ
ま

り
わ

か
り

ま

せ
ん
が
、

し

か
し

ク
リ

フ

ォ
ー

ド

・
ギ

ア
ー

ツ

の
ジ

ャ
ワ
社
会

の
分

析

は
、
私

が
見

た
限

り
単

純
す

ぎ
る

と
思

い
ま
す

。

な

ぜ
か

と
言
う

と
、

ギ

ア
ー

ツ
は

ジ

ャ
ワ
社
会

を

二

つ
に
分
け

る
わ

け

で
す

。

一
つ

は
サ

ン
ト

リ
ー

ヌ

・
モ

ス

レ
ム
と

い
う

社
会

パ

タ
ー

ン
が
あ

る

ん
で
す

。
も
う

一
つ
は

ア
バ
ガ

ン
の

モ
ス

レ
ム
社
会

パ
タ
ー

ン
。

そ
れ
以
外

に
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

語

で
カ
プ

リ
チ

ャ
イ
ア

ン
と
言

い
ま
す

け

れ
ど
も

、

シ

ャ

マ

ニ
ズ

ム
と

い
う

形

で

い
ろ

ん
な
小

さ

な
宗

教

が
あ

り
ま
す

け

れ

ど
も
、

あ
ま

り
触

れ

て
お

り
ま

せ
ん
。

そ
う

い
う

形

の
ジ

ャ
ワ
社

会

は
あ

ま
り

分
析

に
な

り
ま

せ

ん
。

ま
た
、

新

し

い
こ
と

に
も
あ

ま
り

触
れ

て
お

り
ま

せ
ん
。

そ
し

て

日
本

の
社
会

パ
タ
ー

ン
と
比

較
す

る

わ
け
な

ん

で
す
。

私

の
見

た
限

り
、

こ
う

い
う

比

較

で
は

日
本

の
社
会

は
な

か
な

か
わ

か
ら
な

い
よ
う

に
な
る

と

い
う

こ
と

に
な
り

ま
す
。

人

類
学

の
ア
プ

ロ
ー
チ

に
な

に

か
欠
陥

が
あ

る

の

で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す

。

つ
ま

り
、

ギ
ア

ー

ツ

の
場

合

は
、

ジ

ャ
ワ
社
会
を

分
析

す

る
時

に
社

会

パ
タ

ー

ン
を
使
う

わ

け

で
す

ね
。

日
本

社
会

を

見

る
時
も

ル
ー

ス

・
ベ
ネ

デ

ィ
ク

ト
も

言

っ
て

い
る
よ

う
な

ジ

ャ
パ

ニ
!
ズ

・
カ

ル
チ

ュ
ラ

ル

・
パ
タ

ー

ン
を
使

う

わ
け

な
ん

で
す
。

私

は
、

も
し

シ

ン
ク

ロ

ニ
ッ
ク
的

な
方
法

で
見
れ

ば
、

日
本

の
社

会

と

か
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

の
社
会

が

も

っ
と
わ

か
り

や
す

い
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
思

っ
て
お

り

ま
す
け

れ

ど
も
、

そ

の
点

に

つ
い
て

は
先
生

は
ど
う
考

え

て
お

ら
れ

ま
す

か
。

フ

ァ
ン

・
ブ

レ
ー

メ

ン

今

の
ご
質

問
、

私

は
ギ

ア
ー

ツ
か

ら
始

め
ま

し

ょ
う

。

ギ
ア

ー

ツ

の
例

を
取

り
上

げ

る

の
は
な

ぜ
か
。

そ

の
ギ

ア
ー

ツ
の
研
究

は
非
常

に
私
が
言

い

た

か

っ
た
例
な

ん

で
す
。

日
本

社
会

の
理

解
も

分
析

も
不

十

分
、

し
か

し

日
本

関
係

資

料

を
使

っ
て

日
本

の
社
会

を
例

と
し

て

い
ま
す

。
彼

は
基

本
的

に
は
宀示
教

と
経

済

の
関

係

に
興
味

が
あ

り
ま

し

た
。
私

は
イ

ン
ド

ネ

シ
ア

ス
ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

で
は
な

い
が
、

い

ろ

い
ろ
批

評

で

ジ
ャ
ワ

の
分
析

も
不

十

分
だ

と

い
う

こ
と
を
読

ん

だ

こ
と
は
あ

り
ま

す
。

ギ

ア
ー

ツ
は

日
本

に
、
実

は
興

味

が
な

い
。
興

味
あ

る

の
は
宗

教

と
経
済

と

の
関
係

、

そ

し

て
社

会

の
発
展

と
形

成
。

日
本

は

そ

の
よ

う

な
理
論

の

一
例
証

と
し

て
意

味

が
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
す
。

ギ

ア
ー

ツ
は
有

名
な

例

で
す

か
ら
、

選

ん
で

み
ま
し

た
。

上

野

濱

口
先

生

の

コ
メ

ン
ト

が
大

変
総

括
的

で
し
た

の

で
、

私

は
ほ

ぼ
そ
れ

に
賛

成

い
た
し
ま

す

が
、

一
つ
だ
け
補

足
し

た

い
と
思

う

こ
と

が
あ

り
ま
す

。

ブ

レ
ー

メ

ン
さ

ん
は
、

方
法

論

に

つ
い
て
、

人
類

学
的

な
方

法
論

と
民

俗
学

的
な

方

法
論

、

こ
れ

が
相
互

に
肯

定
的

な
関

係
を

結

ん

で

い
る

と

い
う

ふ
う

に

お

っ
し

ゃ

い
ま

し

た
。
確

か

に
そ

の
点
も

あ

る
ん

で
す

が
、
当

事
者

と
し

て

そ

の
世

代

に
属

す

る
人

間

と
し

て

は
、
人

類
学

と
民

俗
学

の
方

法
論

的
な

関
係

が
単

に
協

力

の
関
係

で

は
な
く

て
、

非
常

に
鋭

い
対

立
を

含

ん
で

る
と

い
う

こ
と
を

常

日

ご
ろ

感
じ

て

お
り
ま
す

。

と
申

し

ま
す

の
は
、
人

類
学

的
な
方

法

論
と

い
う

の
は
常

に
普

遍
主

義

的
、

と
言

っ
て
悪
け

れ

ば

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な

と

こ
ろ

が
あ

る
わ
け

で
す

し
、

民
俗

学
的

な
方

法
論

は
言

わ

ば
土

着
的

な
方

法
論

で
す
。

例

え
ば

ブ

レ
ー

メ

ン
さ

ん

の
お
あ

げ

に
な

っ
た
小

松
和
彦

さ

ん

は
私

と
同
世

代

の
研

究
者

で
す

が
、
彼

が
出
発

し

た

の
は
構

造
主

義

人
類

学

か
ら

で
し

た
。
彼

は
、

そ

の
後

構
造
主

義

を
離

れ

て
、
民

俗
学

の
ほ
う

へ
向

か

っ
た
か

の
よ
う

に
見

え
ま
す

け

れ

ど
も
、

私

の
目

か
ら
見

れ
ば

、
彼

の
特
徴

は
他

の
民
俗

学
者

と
比

べ
て
も
際

立

っ
た
理
論

性

に

あ

り
ま
す

。

日
本
語

で
言
う

と

、
私

は

い

つ
も

衣

の
下

に
鎧

が
見

え

る

「
隠

れ
構

造
主
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義

者

」

と

い
う

ふ
う

に
呼

ん

で
お
り

ま
す

。

そ
う

い
う
意

味

で
は
、

小
松

さ

ん
や
私

の
よ

う
な

世
代

の
人
間

は
、
幸

か
不
幸

か

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
的

な
デ

ィ

シ
プ

リ

ン
で
人
類
学

や
社

会
学

の
教

育

を
受

け

て
き

た

わ
け

で
す

ね
。

そ
う

し

ま
す

と
、
外

か
ら
見

た

日
本

と

い
う

の
は
必
ず

し
も

外
国

人
が
見

た

日
本

と

い
う

こ
と
を
意

味
し

な

い
。
逆

か
ら

言
え

ば
、

日
本

人

が
見

た
日
本

が
必
ず

し
も

内

か
ら
見

た

日
本
を

意
味

し
な

い
と

い
う

事
態

に

た
ち
至

っ
て

い
る
わ

け

で
す

。

私
自

身

が
や

っ
た
仕

事

の
中

で
、

日
本

の
天
皇

制

を

レ
ヴ

ィ

・
ス
ト

ロ
ー

ス
の
理
論

を

使

っ
て
構

造
主

義

的

に
分
析
す

る

と

い
う

比

較
王

権
論

の
仕

事
を

い
た
し
ま

し
た
時

に
、

そ

の
仕

事

は
歴

史
学
者

や

民
俗

学
者

か

ら
大
変

手
厳

し

い
批
判

に
あ

い
ま

し
た
。

そ
れ

は
、

天
皇

制

と

い
う

も

の
は
単

な

る
王
権

で
は
な
く

て
、

天
皇

制

そ

の
も

の
で
あ

っ
て
他

の
な

に
も

の
と

も
比
較

で
き
な

い
と

い
う
、

そ
う

い
う

論
議

で
し
た
け

れ

ど
も

、

そ
う

い
う

意

味

で
は
、

人
類

学
的

な
方
法

論

を
身

に

つ
け

な

が
ら

民
俗
学

に
近

づ

い
て

い
る
研

究
者

、
私

ど
も

の
世

代

の
多

く

は
、
単

に
調

和

の
関
係

で
は
な

く

て
、

非
常

に

引

き
裂

か
れ

た
関
係

を

そ

の
中

に
見

て

い
る

と
思
え

ま
す

。

そ

の
点

に

つ
い
て
ブ

レ
ー

メ

ン
さ

ん

が
ど
う

お
感

じ
な

の
か

お
聞

き
し

た

い
と
思

い
ま
す

。

フ

ァ
ン

・
プ

レ
ー

メ

ン

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も

そ

の
対

立

は
あ

り
ま
す

。

例
え

ば
小
松

さ

ん
は

ア
ウ

ア

ハ
ン
ド

と
鯰
絵

研
究

を

ほ
か

の
三

人
学
者

と
翻

訳
し

て
、

オ

ラ

ン
ダ

の
構

造
主

義

の
影

響
を

受
け

た
。

国

文
学
者

を
例

に
と

っ
た
ら
、

中
世

日
本

文
学

研
究

者

の

筑
上
鈴

寛

も
構
造

主
義

的

な
考

え
方

が
あ

っ
た
。

も
う

一
つ
、

例
え

ば
福

田
ア

ジ
オ
も

早

川
孝

太
郎

は
構
造
主

義

者

で
あ

る
と

い
う
論

も
あ

り
ま

す
。

理
論

は
国

と

は
あ
ま

り

関
係

な

い
。
構

造
主

義

は

日
本

の
も

の
で
も
な

い
、

フ
ラ

ン
ス

の
も

の
で
も
な

い
。

あ

ち

こ
ち

で
生
ま

れ

た
考

え
方

で
す

か
ら
。

そ
う

い
う

理
論

を
も

と

に
し

て
本
当

に
国

際

的
な

研
究

が

で
き

る
と
思

い
ま

す
。

民
俗
学

と
民
族

学

の
関
係

も
そ

れ

は
同
じ

話

で
す
。

区
別

す

る

こ
と
も

で
き

る
し
、

あ

る
面

で
は
同

じ
学

問

で
も
あ

る
と

言
え

ま
す

。

モ
ー
ラ

ン

こ
れ

は
質
問

よ

り

コ
メ

ン
ト

で
は
な

い
か

と
思

い
ま
す

け

ど
、

ジ

ャ
パ

ノ

ロ
ジ
ー

と

い
う

言
葉

が
出

ま

し
た

が
、

日
本
学

や

ら

日
本

研
究

と

「
日
本

」

と

い
う

言

葉

を
使

っ
て

し
ま
う

と
、

そ

れ

は
あ

る
意

味

で
は
す

ご
く

イ

ミ

ッ
ク
的
な

と

こ
ろ

か
ら

研

究
意
識

が
始

ま

る
ん

で
す

。
上

野
先
生

も

お

っ
し

ゃ

っ
た

よ
う

に
、
イ

テ

ィ

ッ
ク
、

外

か

ら

の
視

覚

か
ら
研

究
し

な

い
と

い
け
な

い
ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

い
ま
す

。

い
つ
ま

で
も

日
本
学

や

ら
日
本

研
究

、
昨

日
話

が
出

ま
し

た
け

ど
、

日

文
研

は
国

文
研

に
す

る

か
と

い
う

ア
イ

デ
ア
も

あ

っ
た

ん

で
す

け

ど
、

日
本

に
集
中

す

る
と
、

結
局

そ
う

い
う

一
般

的
な

研
究

は
ち

ょ

っ
と
危

な
く

な

っ
て
く

る
ん

じ

ゃ
な

い
か
と
心

配

し

て
お
り

ま

す

。も

し

ジ

ャ
パ
ノ

ロ
ジ
ー

と

い
う
言

葉
を

使
う

の
な

ら
、

そ
う

い
う

ジ

ャ
パ

ノ

ロ
ジ
ー

の
意

味

は
明
確

に
説

明
し

な

い
と

い
け
な

い
ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

い
ま
す

。

そ
れ

と
も
、

完
全

に
ジ

ャ
パ

ノ

ロ
ジ
ー

や

ら

日
本

学
、

日
本

研
究

は
廃

棄
す

る

と

い
う

考

え
方
も

取

れ

ま
す

。

ロ

コ
バ

ン
ト

先

ほ
ど

の
純

粋
学

問

と
商

売

学
問

の
問

題

で
す

が
、

こ

の
様

な
区

別

は

意

味

が
な

い
と
思

い
ま
す

。

ド
イ

ツ
に
関
し

て
、

二

つ
の
例

を
挙

げ

た

い
と

思

い
ま
す
。

純
粋

学

問

の
例

と
し

て
、

東
京

に
新

し
く

で
き

た
ド

イ

ツ

日
本

研
究

所
を

挙
げ

ら

れ

ま
し

た
け

れ

ど
も

、

そ

の
管

轄
官

庁

は
ド
イ

ツ
の
研
究

技
術

省

で
あ

っ
て
、

そ

の
目
的

は
ド

イ

ツ

の
官

庁

・
経
済
界

な

ど

に
日
本

に
関
す

る
基

礎

的
な

デ
ー

タ
を
提

供
す

る

こ

と

で
す

。

も
ち

ろ

ん
基
礎
的

研
究

は
や
り

ま
す

が
、

た

だ
、
そ

れ
は

い
ず

れ
応

用
す

る

の
が
目
的

で
す

。

そ
し

て

一
番

極
端

な
例

は
、

ド
イ

ツ
の
日
本

学

の
創
立

者

と
言
う

べ
き

カ
ー

ル

・
フ

ロ
ー

レ

ン
ツ
教

授

で
す
。

フ

ロ
ー

レ

ン
ツ
は

『
日
本

書
紀

』

や

『古

事
記

』

の
翻
訳

な

ど

を
し

た
純

粋

の
学

者
な

ん

で
す

が
、

一
九

一
四

年

に

ハ
ン
ブ

ル
ク
大
学

の
初

代

の

日

本
学

の
教

授

に
任
命

さ

れ
ま
し

た
。

ハ
ン
ブ

ル
ク

の
市

政
府

の
指
導

層

の
中

に
は
、

彼

を

雇

っ
て

日
本
学

の
講
座

を
設

け

る
理
由

と

し

て
、

ハ
ン
ブ

ル
ク

の
商

人

に
と

っ
て
役

に
立

つ
と
考

え

た
。
ま

あ
、
実

際

に
役

立

っ
た

か
ど
う

か

は
知
り

ま

せ
ん
け

れ
ど

も
。

結

局

そ

の
動

機

か
ら
見

て
学

問
を

二

つ
に

分
け

る

こ
と
、
特

に
純

粋
学

問

と
応

用

学
問

を

区
別

し

よ
う

と
云
う

こ
と
は
実
際

問

題

と
し

て
で
き

な

い
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
思

う

ん

で
す
。

フ
ァ
ン

・
ブ

レ
ー
メ

ン

で
も

で
き

る
と
思

い
ま

す

ね
。
目

的
を

見
れ

ば

わ
か

る
は
ず

だ
。

も
ち

ろ

ん

一
つ
の
研
究

所

の
中

に
、

い
ろ

い
ろ

ア
プ

ラ
イ

サ
イ

エ
ン

ス
と

か

ピ

ュ

ア
サ

イ

エ
ン
ス
と

い
う

区
別

は
あ

る

わ
け

で
す
。
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ロ

コ
バ

ン
ト

同
じ
も

の
が
両

面
を
持

っ
て

い
る
。

フ
ァ
ン

・
ブ

レ
ー
メ

ン

で
も
違

う

と
思

い
ま
す

ね
。

例

え
ば

ア
プ

ラ
イ

サ
イ

エ

ン
ス

だ

っ
て
、

そ
れ

も
サ

イ

エ
ン
ス
で
し

ょ
。

ガ
ー

ス
ト

ル

さ

っ
き

の
ギ

ア
ー

ツ

の
こ
と

に
戻

り

ま
す

が
、

た
ま

た
ま

二
年

前

に
ギ

ア
ー

ツ
先

生
と

話
す

機

会

が
あ

り

ま
し

て
、

「
日
本

を
な

ぜ
対

象

に

し
ま

せ

ん

で
し

た

か
」

と

か
聞

く

チ

ャ

ン
ス
が
あ

り
ま

し

た
。
あ

る
時

期
、

日
本

に
何

ヵ
月

い
て
、

日
本

人

の
研
究
者

と

一
緒

に
研

究
を

始

め
ま
し

た
そ
う

で
す

が
、
本

格
的

に

日
本

の

こ
と
を

や
ろ

う

と
思

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た
そ
う

で
す

。

そ
し

て

そ

の
時

、
問

題
と

な

っ
た

の
は

言
葉

と

日
本

の
学
問

の
畜

積

で
し

た
。

文

化
人

類
学

は
、

出

発
点

は
南

太

平
洋

の
島

々
、

つ
ま

り
文

字

が
な

い
と

こ
ろ

の
研
究

と
し

て
始

ま
り

ま
し

た
。

と

こ
ろ

が
日
本

研
究

は

根
本

の
と

こ
ろ
が
異

な

っ
て

い
ま
す

。
ギ

ア
ー

ツ
が
結
局

あ

き
ら

め
た

と

い
う

の
は
、

日
本

の
言

葉

の
問
題

も
も

ち

ろ
ん
あ

り
ま

し

た
が
、

な

に
よ

り
も

や
は
り

日
本

の
学

問

が
も

う
大

分

発
達

し
て

る
し
、

こ
れ
を
無

視

し
て

は
研
究

に
な
ら

な

い
と

い
う

こ
と

で
、

あ
き

ら

め
て

や
め

た
と

い
う

こ
と

で
す
。

だ

か
ら

日
本

を
研

究
す

る

こ
と
に

興
味
な

い

こ
と
は

な

い
ん

で
す

よ
。

こ
れ

は
大

き
な

問
題
点

だ

と
思
う

の
で
す
。

外

と

の
比
較

と

い
う

立
場

に
な

り
ま

す

が
、

日
本

が
ち

ょ

っ
と
特

殊

な
点

は
、

日
本
内

の
学

問

の
根

が
深

い
と

い
う
点

で
す

。

少
な

く

と
も

一
八

世
紀

の
国
学

と

か
あ

り
ま
す

か
ら
、

そ
れ

を
無

視
し

て
研
究

で
き
な

い
わ
け

で
す
。

で
き

る

で
し

ょ
う

け
れ

ど
も
、

深

み

の
あ

る
研
究

は
実
際

は

で
き

な

い

で
し

ょ
う

。

し

か
も

日
本
語

は
難

し

い
ほ
う

で
す

し
、

か
な

り
大

人

に
な

っ
て
か

ら

日

本

語
を

始

め
る
人

が
多

か

っ
た

で
す

か
ら
、

も
し
例

え

ば
文

化
人

類
学

に
絞

る
ん

で
し

た
ら
大

き
な

問
題

だ
と
思

う

ん

で
す

ね
。

今

ま

で
実

は
文
化

人
類

学

の
中

で
は

日
本

研

究

は
全

体

か
ら
見

れ
ば

ほ
と

ん

ど
な

い
ぐ
ら

い
少

な

い
。

そ
し

て
、

ギ

ア
ー

ツ
さ
ん

も

こ

の
間

あ

る
本

に
ベ
ネ

デ

ィ
ク
ト

さ

ん

の
こ
と
を
書

き

ま

し

た

が
、

そ

れ

に

は
や

は
り

日
本

の
こ

と
を

文

化

人

類

学

者

の
中

で

は

..一∋
O
o
ω
・

ω
赱

①

○
昏
臼
、、
と

い
う
言

葉
を

使

い
ま

し
た
け

ど
、

日
本

語

に
直

せ
ば

「
ど
う

し

て
も

解

け
な

い
他
国

」

と

い
う

意

味

で
し

た
。
質

問

に
な
り

ま

せ
ん

が
、

そ
う

い
う

問

題
を

提

起
し

た

か

っ
た
ん

で
す

。

フ

ァ
ン

・
ブ

レ
ー

メ

ン

こ
れ
は

お
も

し
ろ

い
問

題
提
起

で
す

。

文
化

人
類
学

の
中

で
、

日
本

研

究

は
少
な

い
で
す

。

ア

メ
リ
カ

の
文

化

人
類
学

者

は
、
ま
ず

日
本

に
行

っ
て
、

自

分

で
日
本

の
社

会
を

研
究

し

た
。

日
本

の
学
問

は
あ

る
け

れ

ど
も
、
あ

ま

り
使

わ
な

か

っ
た
。

使

っ
た

の
は
政
府

リ
ポ

ー
ト

ぐ
ら

い
だ
け
。

で
も

、

六
〇
、

七
〇

、
八

○
年

代

に
な

る

と
、
ま
ず

日
本

の
文
献

を
研

究
し

て

い
く
。

そ
し

て

日
本

の
学
問

を
使
う

。

ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ

・
ア

ロ
ガ

ン
ス
じ

ゃ
な

く

て
、

ウ

ェ
ス
タ

ン

・
ア

ロ
ガ

ン
ス
は
少

な
く

な

い
。

ベ
ネ

デ

ィ
ク
ト

な

ど
は
ウ

ェ
ス
タ

ン

・
ア

ロ
ガ

ン
ス
は
強

か

っ
た
。

エ

ン
ブ
リ

ー

も
そ

う

か
も
し

れ
な

い
で
す
。

日
本

の
社

会
を

研
究

す

る
時

日
本

の
学
問

を
全

然
使

わ
な

か

っ
た
。

日
本

に
社
会

学

と
か
人

類
学

は
あ

っ
た
か

ど
う

か
と

い
う

の
は
関

係
な

い
。

今

の
世

代

に
な

る
と
事

情

は
、
全

く
違

う
。

吉

田

あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。

も
う

そ

ろ
そ

ろ
時
間

が
来

て

お
り
ま

す

が
、
最

後

の
発
言

と
し

て
よ

ろ
し

く
。

セ
イ
ズ

レ
ー

先

ほ

ど

の
商

売

と
し

て

の
日
本

研
究

に

つ
い
て
も

う

ち

ょ

っ
と
考

え

て

み

た

い
ん

で
す
け

れ

ど
も
。

私

の
質
問

、
あ

る

い
は

コ
メ

ン
ト

は
素
朴

な
も

の
だ
と
思

い
ま
す

け

れ
ど
も

、
商

売

と
し

て

の
日
本

研
究

は
ま

じ
め

な
研
究

で
す

か
と

い
う

こ
と

で
す
。

つ
ま
り
、

日
本

研
究

の
ブ

ー

ム
が

あ
り

ま
し

た
け

れ

ど
も

、

そ

の
中

で
商

売

と

し

て

の
日
本

研
究

は
著
し

く
発
展

し
ま

し

た
。

し

か
し
、

学
問

と
し

て

の
日
本

研
究

は
、

あ

る
程
度

ま

で
発
展

し

た
わ
け

で
す
け

れ

ど
も

、
印
象

と

し

て
は
ち

ょ

っ
と
今

の
段

階

で

は
遅
れ

て
し

ま

っ
て

る
ん
じ

ゃ
な

い
か

と

い
う
よ
う

に
思

い
ま
す

け

ど
。

つ
ま
り

、
.

商
売

と
し

て

の
日
本

研
究

と
学

問
と

し
て

の
日
本
研

究

は
、

む
し
ろ

対
立

的
な
関

係

に

置

か
れ

て

い
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
。

こ
う

い
う

印
象

を
受

け

ま
す

ね
。

ヴ

ィ
シ

ュ
ワ
ナ

タ

ン

先

ほ
ど

の
先
生

の
お
話

か
ら

も
、

昨

日

の
お
話

も

い
ろ

い
ろ

あ

り
ま

し

て
、

一
つ
は

っ
き

り
出

て
く

る

の
は
、

例
え

ば
外
国

人

が

日
本
研

究
を
す

る
と
、

日
本

語
を

も

と
に
し

て

日
本

の
研
究

を
し

よ
う

と
思

っ
て
も
、

日
本

に
長

く
住

む

こ
と

も

で
き
な

い
し
、

日
本

の
資
料

と

か
そ
う

い
う

こ
と
が
不

勉
強

の
こ
と
も

あ

る
か
ら

、

共
同

研
究

の
形

に
な

ら
な

い
と

い
い
研
究

が
出

て

こ
な

い
と
思

い
ま

す
。

今
ま

で

日
本

の
学
者

が
自

分
で
も

ち

ろ
ん
優

れ

た
研
究

を
な

さ

っ
て

い
ら

っ
し

ゃ

っ
て
、
そ

れ
を

も

と

に
し

て
外

国

人

が
日
本

研
究

を
す

る
と

い
う

形

に
な

っ
て
ま
す

け

れ

ど
も
、

今

の
時
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代

に

は
、

も
う

外
国

人
も

入

れ

た
共
同

研
究

の
時
代

に
な

っ
て
き

た

の
で
は
な

い
か
と

思

い
ま
す

。

も
う

一
つ
、

問
題

だ

け
出

し

て
お

い
て
後

で

コ
ー

ヒ
ー

ブ

レ
イ

ク

の
時

に

で
も
教

え

て
く

だ
さ
れ

ば
よ

ろ
し

い
で
す

が
、

例

え
ば
方

法
論

に
は
国
籍

が
な

い
と

い
う

よ
う

な

印
象

を
受

け

ま
し

た
け

れ

ど
も
、

そ
れ

は
も

っ
と
議

論
す

べ
き
問
題

で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

例

え

ば
リ

バ
リ
ズ

ム
と

マ
ル
キ

シ
ズ

ム
と
言

っ
て
も

、

ど
う

い
う

段
階
を

も

っ
て
そ

の
方

法
論

が
出

て
き

た

か
と

い
う

こ
と
も
考

え
な

け

れ
ば
な

ら

な

い
し
、

そ
れ

を

そ

の
ま
ま

普
遍

的
な

方
法

論

だ
と
思

っ
て
、

ど

ん
な
国

に
も
当

て
は

ま
る

と
す

る
と

、

問
題

が
あ

る
と
思

い
ま

す
。

以
上

で
す

。

吉

田

あ
り

が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

大

分
時
間

も
超

過
し

ま

し
た

ん

で
す

け

れ
ど
も

、
最

後

に
非
常

に

い

い
ご
意

見

を
う

か

が

い
ま
し

た
。

共
同

研
究

の
必

要
性

、

あ
る

い
は
方

法
論

に
は
国
籍

が
あ

る

の
か
な

い
の
か
と

い
う

こ
う

い
う

問
題
、

こ
れ

は
実

は
こ
れ

を
テ
ー

マ
に
し

て
も
相

当
意

見

が

沸
騰
す

る
か
と
思

い
ま
す
。

そ

れ

か
ら
ま

た
、
先

ほ

ど

の
お
話

の
よ
う

に
、

ピ

ュ
ア

サ

イ

エ
ン
ス
か
ア
プ

ラ
イ

サ

イ

エ
ン
ス
か
と

い
う
場

合

に
、

日
本

研
究

は

一
体

ピ

ュ
ア

な

の
か
ア
プ

ラ
イ

な

の
か
と

。
そ
う

い
う
問

題
と

い
う

の
も
、

ま

た

い
ろ

い
ろ
皆

さ

ん

の

今
後

の
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
の
テ
ー

マ
に
な
り
得

る
か

と
思

い
ま
す
。
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